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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

これまで、茎頂分裂組織(SAM)および腋生分裂組織(AM)にユニークな異常を示すuni-1D変異体の解析を通じ

て、分裂組織の全く新しい制御機構の発見を目指した研究を行ってきた。本年度の成果は以下の通りである。

ERECTA(ER)受容体キナーゼの機能欠損により uni-1D 変異体の SAM の異常が回復した。また、uni-1D 変

異体の SAM の異常には SAM 外部でのER の機能が重要であった。さらに、ER ファミリー因子群の機能を

すべて欠損させると、uni-1D 変異体のAM の異常もまた抑圧された。これらを踏まえた解析の結果、野生型

背景においても、分裂組織外でのERファミリーの機能が分裂組織の制御に関わることが示唆された。また、

UNIタンパク質のCCドメインに結合する可能性が高いタンパク質として、26Sプロテアソームの構成タンパ

ク質の一つであるRPT2aを酵母２ハオブリッド法で同定した。rpt2a変異体とuni-1Dの２重変異体を作成し

解析した結果、rpt2a変異がuni-1D変異をサプレッスする事が明らかになった。この結果から、UNIとRPT2a

はタンパク質相互作用を行いつつ協調して信号伝達を行う可能性が示唆された。野生型の UNI タンパク質を

過剰発現すると恒常活性型の優性変異を持つ uni-1D と同じ表現型を示す。これを明らかにした形質転換植物

の解析から、UNI遺伝子の3’UTRがタンパク質の生産性の向上に関連する事も明らかになった。     
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